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0.はじめに

接頭辞とは、語構成要素の一つであり、常に他の語に前接して、何らかの意味を付加し、

合成語の前項部分を構成する要素のことである。そして、基本的にはそれ自体が単独で用

いられることはないが、中には「豆電球」の「豆」や、 「鬼監督」の「鬼」などのように、

本来自立語であったものの意味が転じて、接頭辞としての用法を持つようになったものが

いくつか見られる。また接頭辞には、接尾辞と違い、それが付加されても語の品詞が変わ

らないという特徴がある。例えば、 「物寂しい」は「寂しい」と同様形容詞であり、 「押し

隠す」は「隠す」と同様動詞であり、文法範時の変更は起こらない。

日本語の接頭辞には、和語のみならず漢語や外来語も見られるが、その基本的な使用に

おいては、和語接辞と漢語接辞が相補的に用いられていると考えられ、外来語接辞は、当

然ながら、比較的新しい事物や概念に冠せられることが多く、概して生産性が高いとは言

い難い。

本稿では、接頭辞を和語/漢語系と外来語系に分け、それぞれの接頭辞のもつ意味を記

述的に明らかにしていくが、ここでは接頭辞の概念を少し広めに捉え、接頭辞的な用法を

持つものも考察対象に含めることとする。

1.和語/漢語系の接頭辞
1.1.動詞に付くもの

うち(打ち) --・

(》意味を強め、音調を整える。 「力強く」 「すっかり」などの意。

打ち消す/打ち砕く/打ち切る/打ち明ける/打ち沈む/打ち興ずる/打ち勝つ/

打ち負かす

②「少し」の意。　打ち見る

おし(押し) ・--

① 「強く～する」 「無理に～する」の意。

押し隠す/押し通す/押し包む/押し拭う/押し進める/押し黙る/押し広める/

押し入る/押し殺す

②語調を強める。　押し戴く/押し迫る/押し寄せる/押し詰まる

おっ--・

① (押っ) 「勢いよく」 「一気に」の意。

押っばじめる/押っぼりだす/押っぴろげる/押っぺしょる/押っ取る
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(参(追っ) 「追い」の強調表現。　追っかける/追っ払う/追っ付く

(卦「すっかり」の意。　おったまげる

かき(掻き) --

① 「一気に/短時間のうちに～する、 ～の状態になる」の意。

掻き集める/掻き消す/掻き曇る

②意味を強める。　掻き口説く

さし(差し) --語調を整えたり強める。 「積極的に」 「はっきり」の意。

差し出す/差し戻す/差し替える/差しかざす/差しかかる/差し止める/

差し押さえる/差し控える/差し迫る

さっ(差っ) -- 「差し」の音便。　差っ引く

すっ--・意味を強める。　すっ飛ばす/すっ剥がす

たち(立ち) -・-意味や語勢を強める。

立ち至る/立ち勝る/立ち別れる/立ち渡る/立ち返る/立ち騒ぐ/立ち後れる

つい-- 「突き」の音便。語勢を強める。　ついくぐる

つき(突き) --意味や語勢を強める。　突き進む/突き返す

つっ(突っ) ・-- 「突き」の音便。

突っ走る/突っ込む/突っぱねる/突っかける/突っつく

つん--・ 「突き」の音便。　つんのめる/つん出す

とっ(取っ) -- 「取り」の音便。　取っつかまえる

とり(取り) --語勢を強めたり、整える。

取り繕う/取り計らう/取り調べる/取り乱す/取りかかる/取り決める/取り急ぎ

ひき(引き) ・--語勢を強める。

引き下がる/引き移る/引き受ける/引き起こす/引き締まる/引き換える

ひっ(引っ) --・ 「引き」の音便。

引っつかまえる/引っ被る/引っくくる/引っ剥がす/引っ捕らえる/引っ提げる

ひん-・- 「引き」の音便。　ひん曲げる/ひんめくる

ぶち--・意味や語勢を強める。　ぶち殺す/ぶち込む/ぶち壊す/ぶちのめす

ふっ(吹っ) -・- 「吹き」の音便。 「勢いよく～する」の意。　吹っ切る/吹っ飛ぶ

ぶっ-- 「ぶち」の音便。　ぶっかける/ぶっ倒れる/ぶっ飛ばす/ぶっ放す/ぶっ続け

ぶん-- 「ぶち」の音便。　ぶん殴る/ぶん投げる/ぶんのめす/ぶん回す

まかり(罷り) --語勢を強める。　罷り通る/罷り出る/罷り成らぬ/罷り間違う

1.2.名詞・形容詞・形容動詞に付くもの、及び複数の品詞にまたがって付くもの

あ(亜) -・-

① 「次の」 「～に準ずる」の意。　亜熱帯/亜寒帯
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②無機酸で酸素原子の数が少ないことを表す。　亜硫酸/亜塩素酸

あい(相) ・--

① 「いっしょに」 「互いに」の意。

相打ち/相方/相客/相先/相弟子/相乗り/相棒/相星/相持ち/相宿/相嫁/

相寄る/ (肝胆)相照らす/相対する

②語調を整え、改まったニュアンスを付加する。

相かなわず/相いましめる/相済まぬ/相次ぐ/相半ばする/相成る/相侯って/

相互いに/相共に/相近い

あお(育) --・ 「若い」 「未熟な」の意。　青二才/青臭い

あさ(浅) -一色の薄さや程度の軽さを表す。　浅黒い/浅緑/浅黄/浅手/浅知恵

あた-・- 「好ましくない」の意。　あた塩っからい

あら(釈) -・・・ 「新しい」 「まだ使われていない」の意。

新所帯/新仏/新盆/新身/新湯/新手

あら(荒) --・

(∋ 「荒々しい」の意。　　荒海/荒波/荒武者/荒馬

(参「激しい」の意。　　荒仕事/荒療袷

(彰「粗末な」の意。　　　荒物/荒縄

(り「荒れはてた」の意。　荒野

あら(租) ・-・・

(丑「大ざっぱな」の意。　租筋/粗利益/租塗り/租織り/粗壁/租削り

(9 「人手を加えていない」の意。　租金/租木/租皮

いく(幾) ・--数量・程度が不明であったり、不明なぐらい多いことを表す。

幾人/幾度/幾年/幾日/幾遍/幾重/幾程/幾世/幾代/幾夜/幾千代/幾山河/

幾久しく/幾千夜

いけ-・-相手に対する強い卑しめや罵りの気持ちを表す。

いけしゃあしゃあ/いけずうずうしい/いけ好かない/いけぞんざい

いささ-- 「小さい」 「少し」の意。　いささ小川/いささ小竹/いささ群竹

いぬ(犬) ・--

(∋ 「役に立たない」 「無駄な」の意。　犬死に/犬侍

② 「似ているが違う」 「それらしくない」の意。　犬桜/犬夢/犬黄楊

うい(初) ・-- 「初めての」の意。　初産/初陣/初孫

うす(薄) --・

①厚さが薄いことを表す。　薄氷/薄地

(塾程度・濃度・密度が小さいことを表す。

薄紫/薄赤い/薄紅/薄味/薄明かり/薄曇り/薄笑い
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(彰何となくそう感じられることを表すo　薄気味悪い/薄汚い

うそ-- 「何となく」の意。　うそ寒い

うら-- 「(心の中から)何となく」の意。　うら悲しい/うら寂しい/うら恥ずかしい

うわ(上) ・-・

①位置・程度などが上であることを表す。　上顎/上履き/上役/上回る

②表面的であることを表す。　上滑り/上っ面/上辺

えせ(似非) ・-・似ているが本物ではないことを表す。

えせ学者/えせ紳士/えせ学問/えせ政治家/えせ医者/えせ画家/えせ社長

お(小) -・-

① 「細かい」 「小さい」の意。　小川/小舟/小網

②「少し」の意。　小暗い/お止みなく

(彰語調を整える。　小田/小琴/小櫛

お(御) -・-

①尊敬を表す。　お見えになる/お入り遊ばせ/お食べ下さい/お体/お美しい

②丁寧を表す。　お手紙/お天気/お茶/お米/お寒いことです

③謙譲を表す。　お受けいたします/お待ち申し上げます

④柔らかな命令を表す。　お読みなさい/お食べ

⑤同情、ねぎらいを表す。

お気の毒様/お租末様/お疲れ様/お待ち遠様/おあいにく様

⑥軽蔑、非難、批判を表す。　お世辞にも/お粗末/お役所仕事/お義理

⑦ (女性の)名前に付けて尊敬、親愛の情を表す。　お花さん/おたかさん

おお(大) --

① 「大きい」 「広い」 「多い」の意。

大男/大空/大川/大声/大雪/大広間/大入り/大人数

②程度が甚だしいことを表す。

大怪我/大慌て/大喜び/大騒ぎ/大威張り/大負け/大損

③ 「だいたい」の意。　大掴み/大積もり/大筋

④極限を表す。　大晦日/大詰め

⑤序列が上であることを表す。　大おじ/大旦那/大奥様/大先生

⑥尊敬、賛美を表す。　大君/大江戸

おに(鬼) ・--

①「鬼のような顔をした」の意。　鬼瓦

② 「厳しい」 「恐い」 「ひどい」の意。　鬼監督/鬼軍曹/鬼将軍/鬼検事/鬼婆

③ 「大型の」の意。　鬼シダ/鬼アザミ/鬼百合/鬼グモ/鬼ヤンマ

おみ-・-丁寧、尊敬を表す。　おみ足/おみ大きい/おみ帯/おみくじ
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おん(御) --丁寧、尊敬を表す。　御身/御礼/御母/御年

か--語調を整える。　か弱い/か細い/か黒い/かやすい

か(過) -一度が過ぎていることを表す。　過保護/過飽和/過大/過労/過度

かく(各) -- 「それぞれの」の意。　各大学/各部門/各教室/各団体/各会社

かた(片) -・-

①揃えば対になるものの一方を表す。　片手/片えくぼ/片割れ/片親/片思い/片道

②不完全、偏っていることを表す。　片言/片時/片質易/片田舎/片隅

き(坐) -- 「混じりけがない」 「純粋な」 「人手を加えていない」の意。

生一本/生ぶどう酒/生まじめ/生娘/生糸/生地

きん(金) ・-・金額の前に付ける言葉。　金参千円也

くされ(腐れ) -・- 「軽蔑すべき」の意。

腐れ金/腐れ縁/腐れ役人/腐れ女/腐れ儒者

くせ(曲) ・-・ 「正しくない」の意。　曲者/曲事

くま(熊) ・・-・ 「強い」 「大きい」 「恐ろしい」の意。

熊ネズミ/熊蜂/熊蝉/熊蟻/熊鷹/熊笹

け-- 「-の様子である」 「何となく」の意。　け高い/けおされる/けだるい

こ(小) -・-

(ラ 「小さい」の意。　小銭/小石/小粒/小道/小鳥

(り「僅かな」の意。　小降り/小走り/小金/小ざれいな/小ざっぼりした/

小耳に挟む/小首をかしげる/小馬鹿にする

(卦嫌悪、軽蔑を表す。　小生意気な/小利口な/小憎らしい/小うるさい/小せがれ

④ 「約」 「ほとんど近い」の意。　小一日/小一時間/小半刻/小一里

ご(御) --・

①尊敬を表す。　御両親/御旅行/御恩/御覧下さい/御存知ですか/御健在ですか

②謙遜を表す。　御説明申し上げます/御挨拶に伺います

③皮肉、からかいを表す。

結構な御身分だね/御大層だね/御挨拶だね/御立派なことだ

こと(異) -- 「他の」 「別の」の意。　異国/異人/異思い/異心

さ-・-

(》語調を整え、美化する。　小枝/小百合/小男鹿/小霧/小夜/さ迷う

② 「早い」の意。　早苗/早蕨/早乙女(五月女)

(9「五月」の意。　五月雨/五月蝿

さ/さい(再) -- 「もう一度」の意。　再開発/再検査/再試験/再来週/再来年

さい(最) -- 「一番」 「最も」の意O　最先端/最下位/最大手/最年少/最敬礼

さざれ(細) --・ 「小さい」の意。　細波/細石/細砂/細水
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さら(新/更) -- 「新しい」の意。　新地/新湯

じき(直) -- 「直接」の意。　直弟子/直取引/直播き

した(下) -- 「前もって何かをする」の意。

下絵/下検分/下稽古/下ごしらえ/下調べ/下仕事

じゅん(純) -・-混じり気がないことを表す。

純日本調/純利益/純国産品/純トン数

じゅん(準) --・正式なもの、最終的なものに次ぐことを表す。

準決勝/準々決勝/準優勝/準会員/準社員/準ミス日本

しょ(請) ・--同類の物が幾つかあることを表す。

諸問題/諸外国/諸形式/諸形態/諸島/諸国/諸君/諸侯/諸派/諸所/諸種

しら(自) --・

(D 「白い」の意。　白菊/白壁/白雪/白玉

(参染めたり塗ったり、味を付けたりしていないことを表す。

白木/日干し/白焼き/白地/自絹

③「純粋な」の意。　自凡帳面

しん(新) ・-・ 「新しい」の意。　新一年生/新人類/新芽/新じゃが/新発見

す(秦) /すっ(素っ) --・

(》他の物や行為が加わっていないことを表す。

素顔/素手/素足/素肌/莱(っ)裸/素うどん/素通り/素泊まり/素焼き

(診「平凡な」 「みすぼらしい」の意。　素浪人/素釆貧

(彰程度が甚だしいことを表す。　　素速い/素っ頓狂/すばしこい

ず(図) --程度が甚だしいことを表す。　図抜ける/図太い

ぜん(全) -- 「全部の」 「全ての」の意。　全国民/全世界/全責任/全チーム

そう(紘) -・- 「全て」の意。

総入れ歯/総桧造り/総天然色/総劫員/総辞職/総収入

そら(空) --・

① 「嘘の」 「偽ってふりをする」の意。空言/空寝/空泣き/空涙/空笑い/空惚ける

(9 「真実ではない」の意。　空耳/空似/空目

③ 「何となく」の意。　空恐ろしい/空恥ずかしい/空悲しい

④しても効果がないことを表す。　空頼み

そん(普) --・敬意を表す。　尊顔/尊体/尊命/尊堂/尊公/尊父

た--・語調を整え、強める。　たやすい/たばかる/た走る

だい(第) --・数字について物事の順序を表す。　第一位/第二次/第三者/第四回

だい(大) --・

①程度、状態、規模が甚だしいことを表す。
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大サービス/大藍作/大発明/大成功/大失敗/大事故/大梶乱/大群衆

② 「優れた(人)」の意。　大人物/大先生/大学者/大作曲家/大政治家

③地位、序列が上位であることを表す。　大僧正/大宮司

たて(立て) -- 「筆頭の」 「第一の」の意。

立て役者/立て行司/立て女形/立て作者/立て三味線

ちょう(超) -・-

(》ある限度を超えることを表す。　超過/超越

②普通の人とかけ離れて優れていることを表す。　超然/超凡/超俗/超人的

③比較を絶していることを表す。　超特急/超高層ビル/超満員/超短波/超高速

て(辛) ・--

①程度が甚だしいことを表す。　手強い/手厳しい/手ぬるい/手堅い/手広い/手狭

(9 「小さい」 「簡単」 「少し」の意。　手文庫/手鏡/手土産

ど・・-・

①程度が強いことを表す。

どぎも(を抜く) /どえらい/どぎつい/ど真ん中/ど根性/ど性骨

②罵り、卑しめる意味を表す。　ど素人/ど阿呆/どけち/ど畜生

とう(当) ・-- 「この」 「今問題にしている」の意。当大学/当病院/当劇場/当ホテル

どす・-・ 「濁った(色合い)」の意。　どす黒い

とっ(突) ・--強調を表す。　突始め/突外れ/突端/突拍子

とも(共) -- 「一緒に」 「互いに」の意。

共働き/共稼ぎ/共白髪/共食い/共倒れ/共布

どん--・強調を表す。　どん底/どん尻/どん詰まり

なま(坐) --・

① 「中途半端な」 「不十分な」の意。

生煮え/生焼け/生かじり/生乾き/生返事/生半可/生兵法

(参「少し」 「何となく」の意。　生白い/生暖かい/生ぬるい

にい(新) ・-- 「新しい」 「出来たて」の意。　新妻/新糸/新盆/新衣

の・-・ 「どこまでも」の意。　野太い/野方図

ばか(馬鹿) ・-- 「程度が普通ではなく、不自然だ」の意。

馬鹿騒ぎ/馬鹿笑い/馬鹿力/馬鹿正直/馬鹿丁寧/馬鹿臭い/馬鹿高い/馬鹿話/

馬鹿当たり

はつ(初) --・

① 「その人が生まれてから(死んでから)最初の」の意。

初仕事/初舞台/初顔合わせ/初恋/初盆/初節句/初孫

(9 「その年の(その季節の)最初の」の意。
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初日の出/初詣/初夢/初売り/初雪/初霜/初氷/初鰹/初時雨/初蝉

はん(皮) ・-- 「～に背く」 「～に反対の」の意。

反主流/反社会的/反戦/反則/反比例/反面/反転/反動

はん(辛) --・

① 「二つに分けた時の片一方」の意。　半年/半月/半日/半分/半球/半身/半減

(塾「不完全」 「十分でない」の意。　半人前/半煮え/半可通

(診「小さい」の意。　　半弓/半鐘

ひ(非) -- 「～ではない」 「～しない」の意。

非常識/非科学的/非能率的/非公式/非公開/非課税/非武装

ひ(被) -・-何かの動作・作用を受けることを表す。

被害/被災/被爆/被告/被除数/被写体/被選挙権/被疑者

ひ--・いかにもそうだと感じられる様子を表す。　ひ弱い

ひ(管) --血縁関係において、三代社れた関係にあることを表す。　曾孫/曾祖父

ひが(僻) -・- 「事実と違った」 「道に背いた」の意。僻目/僻耳/僻覚え/僻歌/僻事

ひた(直) -- 「ひたすら」 「一途に」の意。

ひた走り/ひた隠し/ひた押し/ひた泣きに泣く/ひた謝りに謝る

ひと(-) --

① 「一つ」 「一回」の意。　一握り/一勝負/一回り/一度/一冬越す

(9 「少し」 「ちょっと」 「ある程度は」の意。

一工夫/一寝入り/一言言う/一汗かく/一苦労/一花咲かせる/一安心

③過去のある時点を表す。　一頃/一時/一年/一昔前

ひな(雛) -- 「小さい」 「かわいらしい」の意。　雛形/雛菊/雛ゲシ

ひめ(姫) ・・- 「小さい」 「かわいい」の意。　姫鏡台/姫百合/姫松

ふ(不) -・- 「～ではない」 「～しない」 「～が良くない」の意。

不必要/不確か/不採用/不起訴/不出来/不機嫌/不景気/不都合

ぶ(不/無) -- 「～ではない」 「～しない」 「～が良くない」の意。

不器用/不気味/不器量/不格好/無遠慮/無愛想/無調法/無作法

ふか(不可) ・・-・ 「出来ない」 「してはいけない」の意。

不可思議/不可欠/不可侵/不可解/不可抗力/不可避/不可分/不可視/不可測

ふる(古) -- 「古い」 「年を取った」 「以前の」の意。

古新聞/古本/古道具/古巣/古木/古女房/古狸/古手

べた--・

(Dすき間なく一面に広がっている様子を表す。　べた一面/べた塗り/べた金

(り「すっかり」 「全く」の意。　べた惚れ/べた褒め

はの-・- 「わずかに」 「かすかに」の意。　ほの白い/ほの暗い/ほのめく
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ぼろ-・-程度が甚だしいことを表す。　ぼろ儲け/ぼろ勝ち/ぼろ負け

はん(本) --・

① 「今問題にしている」 「この」の意。　本校/本講堂/本事件/本案/本稿

②話している自分に関わりがあることを表す。　本官/本大臣

ま(真)/まん(真ん)/まっ(真っ) --

① 「色彩」 「時間」 「位置」 「方向」 「形状」 「状態」を表す語に付いて、 「本当にそうであ

ると感じられる」 「正確である」などの意味を表す。

真っ黒/真っ白/真っ赤/真っ青/真っ黄色/真っ茶色/真夜中/真昼/真っ昼間/

真夏/真冬/真っ盛り/真っ最中/真っ只中/真ん前/真後ろ/真横/真ん中/

真上/真下/真正面/真向かい/真東/真西/真南/真北/真四角/真ん丸/

真一文字/真っ二つ/真新しい/真っ新/真っ芯/真っ正直/真っ逆様/真っ裸/

真反対

② 「純粋な」 「混じり気のない」 「真面目な」の意。　真心/真人間/真顔/真水

③生物の種類の中の標準的なものに冠する。

真鯛/真鯵/真鰯/真鯉/其鱈/真河豚/真鴨/真昆布

まい(毎) -- 「それぞれの」 「その皮ごとの」の意。　毎春/毎日曜日/毎試合/毎夜

また(又) --・間接的であることを表す。　又貸し/又借り/又聞き/又従兄弟

まめ(豆) --・ 「小さい」の意。　豆電球/豆ランプ/豆台風/豆自動車/豆記者

まる(丸) ・・-・ 「全部」 「全体」 「完全」の意。

丸儲け/丸損/ (面目)丸つぶれ/丸洗い/丸抱え/丸ごと/丸出し/丸取り/

丸裸/丸飲み/丸干し/丸見え/丸焼き/丸かじり/九三年/

まんねん(万年) ・・-・長い間変わらないことを表す。

万年青年/万年補欠/万年候補/万年雪/万年床

み(御) ・--尊敬を表す。　御代/御位/御仏/御心

み(探) -・-美しさを表し、語調を整える。　み雪/み空/み山/み富野

み(未) -- 「まだ～していない」 「まだ時間が来ていない」の意。

未開拓/未完成/未経験/未処理/未発見/未成年

みょう(明) -- 「その次の」の意。　明年/明日/明朝/明晩/明春/明四日/明後日

む(無) --・ 「-がない」の意。

無免許/無資格/無関心/無理解/無責任/無気力/無条件/無能

もの(物) --・全体的に何となくそう感じられることを表す。

物静か/物寂しい/物悲しい/物凄い/物騒がしい/物憂い/物恐ろしい/

物柔らか/物凄まじい/物珍しい

もろ(請) ・・-・

(力「多くの」 「全部」の意。　諸人/諸神/諸共
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② 「二つ」 「両方」の意。　諸手/諸刃/諸差/諸自/諸肌/諸膝

(参一緒にすることを表す。　諸寝

わー・ 「お前」の意で、親憂さをもって呼びかけることを表す。

わ子/わ御前/わ御料/わ僧/わ殿/わ主

わけ(分け) --・ 「のれんを分けて独立した」の意。　分け久松/分け立花

わる(悪) -・-

(ラ 「悪い」 「不快な」の意。　悪賢い/悪知恵/悪者/悪巧み

(多度が過ぎることを表す。　悪酔い/悪ふざけ/悪のり

2.外来語系の接頭辞
2.1.名詞に付くもの

アンチ・-- 「反対」 「反」の意。

アンチ巨人/アンチミリタリズム/アンチアメリカニズム/

アンチウイルス(ソフト) /アンチエイジング(料) /アンチドーピング(活動)

インター-- 「間」「相互」の意。　インターハイ/インターカレッジ

ウルトラ--・ 「超」 「極端な」の意。

ウルトラモダン/ウルトラマリン/ウルトラナショナリズム/ウルトラ省エネ/

ウルトラマラソン/ウルトラC

エレクトロ--・ 「電気」 「電子」の意。　エレクトロマグネット

オート-- 「自動式」の意。　オートドア/オートマトン/オートフォーカス

グッド-- 「良い」 「優れている」の意。

グッドタイミング/グッドアイディア/グッドデザイン

サンタ--・ 「聖なる」の意。　サンタルチア/サンタマリア

スーパー-- 「超」 「非常に優れた」 「特大の」の意。

スーパースター/スーパーモデル/スーパーコンピュータ/スーパータンカー/

スーパーマン/スーパーカー

セミ-- 「半」 「準」の意。

セミスチール車/セミドキュメンタリー/セミヌード/セミファイナル/セミプロ

トリプル-- 「三重」 「三倍」の意。

トリプルプレー/トリプルクラウン/トリプルジャンプ

ネオ-- 「新しい」 「新」の意。

ネオファシズム/ネオロマンチシズム/ネオナチズム/ネオインペリズム

ノン-- 「不」 「無」の意。

ノンストップ/ノンセクト/ノンフィクション/ノンプロ/ノンポリ/

ノンキャリア/ノンセクション
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パン--・ 「全」 「汎」の意。

パンアメリカン/パンアジアニズム/パンアラビズム/パンアフリカニズム

プレ・-- 「前」 「以前」の意。

プレロマンチシズム/プレオリンピック/プレリリース

ポスト-・ 「後」 「以後」の意。

ポストモダン/ポスト構造主義/ポストドック/ポスト小泉

マイクロ-- 「小さい」 「微小」の意。

マイクロバス/マイクロフィッシュ/マイクロコンピュータ

マルチ-・- 「多数の」 「多面的」の意。

マルチタレント/マルチ商法/マルチメディア/マルチスクリーン

ミニ--・ 「小さい」 「小型」の意。

ミニバイク/ミニレター/ミニカー/ミニコミ/ミニスカート

2.2.単位に付くもの

ギガ--・ 「基本単位の十億倍」の意。　2ギガバイト/ギガヘルツ

キロ--・ 「メートル法で基本単位の千倍」の意。

キログラム/キロリットル/キロワット/キロメートル/キロカロリー

デカ・・-・ 「メートル法で基本単位の十倍」の意。　デカメートル/デカリットル

デシー- 「メートル法で基本単位の十分の-」の意。

デシベル/デシリットル/デシメートル/デシグラム

テラ-- 「基本単位の一兆倍」の意。　テラバイト/テラヘルツ/テラビット

ナノ--・ 「基本単位の十億分の-」の意。　ナノ秒/ナノメーター

ピコー- 「基本単位の一兆分の-」の意。　ピコフアラッド/ピコキューリー

フェムト-- 「基本単位の千兆分の-」の意。　フェムト秒/フェムトアンペア

ヘクト-- 「メートル法で基本単位の百倍」の意。　ヘクトパスカル/ヘクトグラム

マイクロ(ミクロ) ・-- 「基本単位の百万分の-」の意。

マイクロメートル/マイクロフアラッド

ミリ--・ 「メートル法で基本単位の千分の-」の意。

ミリメートル/ミリ秒/ミリアンペア/ミリリットル/ミリグラム/ミリミクロン

メガ--・ 「基本単位の百万倍」の意。

メガバイト/メガサイクル/メガトン/メガヘルツ
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